く 切りと つて、 ぼい とたかく なげて 見ました。 犬 は 

さっと 後足で 立ち上って、 それ を も 上手に うけとり、 

が つがつ と 二 どば かりかん でのみ こみました。 

「へえ、 こいつ はまる でかる わざ 師だ。 どうだい、 牛 

一 ぴ きのこら ずくう まで かるわざ を やる つもり かい？ 

ほら、 来た。 よ、 もう 一 つ。 ほうら。 よ、 ほら ご と、 

肉屋 は あとから/ \ と 何 どと なく 切つ て はなげました _ 

犬 は、 そのたん びに、 ぴ よいび よいと 上手に とって、 

ぱくぱく 食べ てし まいます。 

「おまい は、 おれの 店の 肉 を みんなく つてい く 気 だ 

な？ さあ、 もうこれ でお しまいだ。 そのかわり 少々 



井 もぬけた、 古ぼけた 穀物 だるの 口 もとにす わりこみ 

ました。 たるの 中には、 かんな くずや 砂 なぞが くしゃ 

くしゃに はいって います。 そのかん なくず の 上に、 何 

だかし ゆろ であんだ、 ぼろぼろの 靴ぬ ぐい を まるめ 上 

げたよう な、 そういう 色と か つ こう をした ものが ころ 

がって います。 犬 は、 その へんな ものの まえに、 くわ 

えて 来た 肉の きれ をお いて、 くんくんなき つづけ まし 

た。 しかし その へんな ものが 動き 出し もしない ので、 

犬 はた まりかね たように、 前足 を あげて、 おい、 おき 

ろ/ \ と 言わない ばかりに つ ッ つきました。 

すると 靴ぬ ぐいの ような もの は、 むくむ くと 半た 



きません。 こちらの 犬 は、 しかたなしに、 こんど は 肉 

のきれ を、 二、 三尺う しろの 方へ 引きずって 来て、 そ 

れを 前足の 間にお いてす わり、 さも 病 犬 を さそい 出 

そうとする ように、 口の 先で 肉 をつ ッ つき/ \ して は 

じ つ とま つ て います。 

「さ、 来て 食べて ごらん。 おいしい よ。 ね、 ほら。 う 

まそう だろう。 食べない？ きみが 食べな けり や、 わ 

たしが みんな 食べる よ。 いい かい。 食べても いい か 

いご と 言わぬ ばかりに、 しきりに くんくんな いたりし 

ました。 しかし、 いくら 手 を かえて すすめても だめで 

した。 病 犬 はちゅう とで 一 ど、 よろよろと 出て 来て、 



「もしもし ちょっと。 どなた かい らっしゃ いません 

かご と 言って、 戸 をた たきました。 すると、 中から、 

うすぎたない 女が 戸 を あけました。 肉屋 は 今の 病 犬の 

こと を 話して、 かわいそう ですから 水 をのまして やり 

たいので すが、 と 言います と、 女 は、 小さな あきかん 

へ 水 を 入れても つて 来て くれました。 肉屋が それ を 病 

犬の 口 もとへ おきます と、 犬 はすぐ にくび をのば して 

ぺ ちゃべ ちゃと、 一気に 半分ば かりの みほし ました。 

そして、 さも うれしそうに、 くび を ふり ふリ しました- 

もう 一 つの 犬 も 口をつけて びちゃびちゃの みました。 

病 犬 は 水 を 飲んだ ために、 少し は 元気が ついた ように 



見えました。 肉屋 は、 骨と 皮とば かりの、 そのから だ 

をな でて やり、 

「じ ゃァ、 よくお やすみ。 あすまた 見に 来て やる から 

な。 おお/ \、 かわいそうに。 —— おまい も あした ま 

たおいで ご と、 もう 一 つの 犬 を もな でて いきました。 

二 

あくる 朝、 肉屋が いつもの 時間に 店 を あけます と、 

犬 はもう ちゃんと 来て まっていて、 くん くん 言いな が 

ら尾を ふります。 肉屋 は 町中の 人々 や、 買い ものに 



て、 そこの 横丁へ はいって いきました。 と、 一分 間 も 

たたない うちに、 巡査 は、 犬 をーぴ きっか まえて 引き 

ずッて 来ました。 犬 はき やん きゃんな きな きて いこう 

しました が、 くびに 綱 を 引っかけられて、 ぐんぐん 引つ 

ばられ るので すから かないません。 馬車 使 は、 すば 

やく 鉄ごう しの 戸 を あけました。 犬 はたち まち その 中 

へ なげ 入れられ、 綱 をと かれて とじこめられて しまい 

ました。 

「あきれた ね ご と 言いながら、 肉屋 は 馬車に 近づき ま 

した。 警官 は 馬車のう しろへ 乗りました。 馬車 使 は 

お まお A わ 

ちょ つと とび 下りて 馬の 頰革 をし めな おして います。 



「どうしたんだ ご と、 町中の もの や 通行人た ちが どや 

どや かけつけて 来ました。 

「こいつら がお れんと この あの 犬 を、 二 ひきと も ひつ 

くくり ゃァ がつ たんだ。 下りろ、 きさま ごと 肉屋 は 巡 

査の足 をつ かまえて、 むりやりに 引きずり 下しました- 

人々 は みんな、 あの 二 ひきの 犬の 同情者で あるの は 言 

うまで もありません。 みんな は、 

「なぐれな ぐれ ご と 言って、 巡査 をと りかこみ ました _ 

そのうちに、 気の 早い 男が、 大きな 大 おの を かかえて 

来て、 がちゃん くと 馬車 を こわし はじめました。 巡 

査は みんなに つきとばされ、 けりつ けられて、 よろ よ 



見ます と、 じょうぶな 方の 犬 はたる のまえ にす わって、 

中に いる 病 犬の 見 はり をして いました。 

「おい、 どうした いご と、 そのく び をな でた のち、 

「これこれ、 おれ だよ。 おきない か、 おい ご と 言って、 

中の 犬 をよ びました。 しかし 犬 は、 目 も あけないで、 

ぐんな りして いるので、 肉屋 は ひきおこして やろうと 

思って、 手 をのば して、 からだに さわり ましたが、 い 

きなり、 ぁッと 言って 手 を 引つ こめました。 犬 は、 も 

う 死んで つめたくな つていた のです。 

肉屋 は、 そこいらの 片 すみへ 穴 を ほって、 おおく、 

かわいそうに/ \ と 言い 言い、 死が い をう めて やり、 
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